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ポストヒューマン・デザインの地平

ーダン・ブラウンの『オリジン』における

AIと「かぐわしき科学」のゆくえー

渡邊克昭

はじめに

ダン・ブラウンの最新作、『オリジン』 (2017)が、彼の作品群の中で異彩

を放っている lとすれば、それは何よりもこの小説を特徴づけているのが、

登場人物としての人工知能であるということは、改めて書き立てるまでもな

いだろう。ほとんどのプロットの展開において周到な狂言回しを演じ、物語

を誰進する原動力として圧倒的な存在感を示す人工知能、ウィンストンなく

しては、この小説は成立し難いと言っても過言ではない。天才的なコンピュ

ータ科学者にして預言者、そしてまた億万長者の未来学者、エドモンド・カ

ーシュが2、旅子コンピュータを駆使してプログラミングしたこの A]は、

ブラウンの読者にはお馴染みの宗教象徴学者、ローバート・ラングドンに幾

度となくアクセスし、有能な執事のごとく彼を誘禅する。その一方で、「宰

補」．．theRegent’' を名乗る謎めいた黒藩として「彼」は、セビーリャ大聖堂

で起こったテロで家族を失いトラウマに苛まれる海軍退役提督ルイス・アビ

ラを唆して、カーシュの暗殺に駆り立てる。かと思えばウィンストンは、

monte@iglesia.orgといっアドレスを用いて、陰謀論のサイト、「コンスピラ

シーネット・ドットコム」に随時、秘密情報を提供し、巧妙な世論操作にも

手を染める。こうして「彼」は、カーシュが周到に準備した一世一代のプレ

ゼンテーションをできる限り多くの世界中のネット視聴者の目に1IP_1jすべく、

創意に満ちた方策を案出せよ (691) という命令を忠実に果たし、予め仕組
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まれていたように消滅の運命をたどる。

本稿では、生物的存在としてのホモ・サピエンスと非有機的なテクノロジ

ーとしての Alが分かち難く融合したポストヒューマン時代の到来を視野に

入れ、最先端テクノロジーと人類の脊屈智を接合して創造されたこの AIが、

いかなる「アート」を駆使して「かぐわしき科学」の誕生にどのような複雑

な陰影を投げかけるのか、本作に描かれた黎明期のポストヒューマン・デザ

インの地平を明らかにしてみたい。

そこで議論を進めるにあたって、『オリジン』を特徴づける「アート」に

は、次の 3つの意味が複合的に含意されていることをまずもって確認してお

きたい。ウィンストンが自ら告白するように、「彼」自身の略称が「人工」

を意味する「アート」であってみれば (68)、その振る舞いそのものが、人

工的に合成された知能のなせる技であるという意味での「アート」。次に、

あらゆる情報に通じた AIが、瞬時にしてあらゆる可能性をシミュレート

し、最適解を探り当てるのに用いるテクノロジカルな技という意味での「ア

ート」。そして、ビルバオのグッゲンハイム美術館やその内部を彩る様々な

現代アート、アントニ・ガウディが心lfllを注いだ未完の聖堂、サグラダ・フ

ァミリア、さらには彼の邸宅カサ・ミラなど、スペインを舞台とする本作に

登場する絵画、造形美術、建築など、文字どおり芸術という意味での「アー

ト」。本稿は、分かち難く絡み合ったこれらの 3つの「アート」の重層的な

作用を解きほぐし、カーシュが突きつけた問いかけ、すなわち人類の起源と

人類の運命 (78) について彼が提起する「かぐわしき科学」が、いかにポス

トヒューマンの光と陰を炎り出しているのか、 AIの果たす役割を多角的に

浮き彫りにすることにより分析を進めていきたい。

グッゲンハイム美術館の惨劇

ポール・ゴーギャンのかの有名な絵画のタイトルともなっている、「われ

われはどこから来たのか、われわれは何者か、われわれはどこへ行くのか」
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という、人類をめぐる根源的な問いかけが、本作を骨太に貫く壮大なテーマ

であることは疑う余地がない。だがこの小説においては、一見補助的なツー

ルに過ぎないように見えるウィンストンの存在それ自体が、人類の趨勢に関

わるこの壮大な問いかけにメタ的に応答する重要な鍵として機能しているこ

とは注目に価する％人類の起源と未米の連命という、ギリシャ文字で言え

ば “alphaand omega" (473) に相当するこの究極の難阻］に絡めて、自らの存

在論にもたびたび言及するウィンストンは、ラングドンを未知のポストヒュ

ーマン・デザインヘと誘うインターフェイスをなしていると言ってもよい。

巨視的に人類史を射程に入れた壮大なヴィジョンを提示する本作において、

「彼」が不可視の存在であり、単に人間に奉仕する対面型の人間型ロボット、

ァンドロイドではない理由もまさにそこにある。

ハーヴァード大学でのかつての教え子、カーシュに詰われて、謎に満ちた

彼の1仕紀のプレゼンテーションの招待客として、イベント会場、ビルバオ，

グッゲンハイム美術館を訪れたラングドンは、自分用にカスタマイズされた

イギリス訛りの A]に骨伝道技術を用いたヘッドフォンを通してはじめて接

することになる。英国の宰相ウィンストン・チャーチルに私淑するカーシュ

は、自らが開発した超高性能 A]を彼に因んでウィンストンと命名したわけ

だが、当初ラングドンの「彼」に対する反応は、必ずしも芳しいものではな

かった。賢しら口の AIに語りかけられ、なんともきみが悪い (74) と不満

を漏らす彼に、カーシュは、次のように自らの発明を自画自賛する。 ‘‘In-

credible, right? You can't believe what I've accomplished in artificial intelligence 

this year-quantum leaps. I've developed a few new proprietary technologies that 

are enabling machines to problem-solve and self-regulate in entire new ways. 

Winston is a work in progress, but he improves daily" (75)．このように従来に

なかった斬新な方法で問題解決能力と自制力を身につけ、日々進化をし続け

るウィンストンは、必要に応じて自らを分割することができるよう (71)、

予めデザインされている。「彼」は、カーシュ好みの落ち牙魯いた英国紳士の

声でラングドンに語りかけ、的確な惜報を提供し続けることにより、彼の儒
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頼を勝ち取り、やがて彼にはなくてはならない「相棒」へと変貌を遂げてい

く。

この変化に大きな役割を果たすのが、 Alに人間らしさを賦与するために
アート

前景化された芸術とウィンストンが織りなす親密な閾係である。まずもっ

て、カーシュが宗教界を揺るがす鷲愕の発表を行うにあたって、脱構築主義

建築の先駆けとなったビルバオのグッゲンハイム美術館を選んだのは決して

偶然ではない。建築家フランク・ゲーリーが、 3万枚以上の波打つチタン製

の板を渦巻き状に組み合わせて、人工池上に幽霊船のごとく浮上するよう造

形したこの奇抜な建築は、ラングドンが直感したように、渦を芋んで生成し

続ける有機物と、未来を先取りしたチタン製のリヴァイアサンが、渾然一体

となって合体したかのようなハイブリッド的意匠として、彼に強烈なインパ

クトを与える。

The Guggenheim Museum in Bilbao, Spain, looked like something out of 

an alien hallucination -a swirling collage of warped metallic forms that ap-

peared to have been propped up against one another in an almost random 

way. Stretching into the distance, the chaotic mass of shapes was draped in 

more than thirty thousand titanium tiles that glinted like fish scales and gave 

the structure a simultaneously organic and extraterrestrial feel, as if some fu-

turistic leviathan had crawled out of the water to sun herself on the river-

bank. (22) 

このように「有機的でありながら地球のものとは思えない雰囲気を同時に

漂わせる」この美術館には、 “futuristiccathedral" (34) を思わせるアトリウ

ムが設えられている。この類い稀な未来のトポスにおいてウィンストンは、

ラングドンを様々なオプジェヘと誘い、現代アートに対するイニシエーショ

ンを与えようとする。これは、古今東西の宗教的イコンや古典芸術には精通

していても、現代のコンセプチュアル・アートについては疎いラングドン教
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授の保守的な芸術観を解きほぐし、コペルニクス的転換をもたらすこの日の

イベントヘと彼を円滑に招き入れようとするための方策に他ならない。 LED

を用いたジェニー・ホルツァーの『ビルバオのためのインスタレーショ

ン』、物議を煎し出した『虚空への跳躍』で知られるイヴ・クラインの「ス

イミング・プール』と呼ばれる床に広がる巨大絵画。館外に設置された生命

感あふれる巨大な蜘蛛のオブジェ、『ママン』や、霧と火柱が織りなす中谷

芙二子の揺らぎを芋んだ『霧の彫刻』。そして『捻じれた渦』を始めとする

リチャード・セラの湾rllI型の巨大直立オブジェ群、『ザ・マター・オブ・タ

イム』、媒団心理に駆られた狼の群れの奇怪なインスタレーション、『墜撞

き』など。いずれのアートも、宗教的象徴記号の世界に恨れ親しんだラング

ドンを、奇抜にして多様な媒体を駆使した未来志向の多次元的時空へと誘う

アーティスティックな仕掛けとして機能している。ここで重要なことは、消

失点や遠近法といった伝統的技法に通暁したラングドンの一元的な形而上学

的宗教観を突き崩し、彼のアートの「対象領域」（ガブリエル 39) を横滑り

させ、大胆に組み替えることにある。

そのために現代アートを自ら学習したウィンストンは、アルゴリズムを駆

使したカーシュの板雑極まるプログラムによって、 “algorithmicart" (I 00) 

の創作を教え込まれ、ジョアン・ミロの作品とも見紛う抽象画風の自画像を

も創出し4、さらにラングドンを誘瞳させる (99)。“He[Kirsch] programmed 

me to observe, learn, and mimic human behavior" (335) と告白するウィンス

トンの目下の任務は、宗教の神話を突き崩し、科学にパラダイム転換をもた

らす主人のパフォーマンスをメデイア・イベントとして最大限にショーアッ

プし、その衝幣を遍く人類に実感させることにあった。カーシュが、全111晶の

信頼を骰く秘曹さながら、常時この Alと接触を保っていたのみならず

(243)、自分の個人情報をすべて委ねてしまっていることに鑑みると、学習

機能を備えたウィンストンとカーシュの関係は、まさに表裏一体のインター

ラクテイヴな関係であったことが窺える。

このような意図のもと、手の込んだ芸術的な演出を好むカーシュの謡向を
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反映し、美術館のドームを借崇にした幻想的な光のイベントはすべてコンビ

ュータで自動制御され、世界中にライブ配信されるよう手配されている。古

代神話の神々をめぐってラングドンが語った過去の講演の映像も借用しつ

つ、高揚したカーシュのプレゼンテーションが佳境に入ったところで、ウィ

ンストンからラングドンに重大な異変の兆しを知らせる注進が届く。次の瞬

間、凶弾がカーシュを襲い、修羅場の地獄絵図が全世界に向かってリアルタ

イムにて放映される。皮肉にも、途方もない衝撃をもたらすメデイア・イベ

ントを実現するよう、ウィンストンに指示したカーシュは、まさに自らの死

によってそれを限りなくドラマティックに実現した格好だが、この時点で

は、ウィンストンがいかに暗躍してこのテロと関わっていたのか、ラングド

ンも読者も知る由もない。一方、 “Ineed your advice... I fear my life may de-

pend on it" (77) と、かねてよりラングドンに語っていたカーシュが、自ら

を標的とするテロを果たして予知していたかどうかもまた定かではない。何

れにしてもこの時点でラングドンは、この有能極まる Alがカーシュの受難

を直前に察知したばかりか、グッゲンハイム美術館長、アンプラ・ビダルと

彼を救出すべく、俊敏に脱出の手はずを整えた手腕を高く評価している

(242-3)。

バルセロナ・コネクション

ラングドンがカーシュの暗殺に加担し、スペイン王室皇太子フリアンのフ

ィアンセ、アンプラを拉致したのではないかという陰謀論が渦巻く中、ウィ

ンストンの巧みな手引きにより、危機を脱して彼らがカーシュの専用機で向

かった先は、バルセロナである。そこで濃密な意味を帯びて前景化されるの

が、アートと科学をこよなく愛したカーシュが心酔するガウディの手がけた

一連の建築群である。凶弾に倒れ、中断されたカーシュのパフォーマンスを

収めた映像ファイルのパス・ワードの手掛かりを求めて、ラングドンとアン

プラは、ウィンストンに誘導されるまま、バ）しセロナのガウディの邸宅、カ

-34-



ポストヒューマン・デザインの地平

サ・ミラにあるカーシュの住居へと、彼の自動運転車テスラ・モデル X

（因みにダン・プラウンの愛用車でもある）にて急行する。

ウィンストンに誘われて実現した彼らのバルセロナ訪問は、斬新なアート

と宗教と科学の共存という、カーシュが依拠する三位一体の基盤を新たな視

座より確認することを意味する。ラングドンが見抜いたように、カサ・ミ

ラ、グエル公園、サグラダ・ファミリアに代表されるガウディの数々の奇抜

な建築群は、生物を膜倣する ‘‘biomimeticdesign" (429) を特徴とし、自然

界において大地から生成されてきた生物の滑らかな1川線を基本コンセプトと

している。

A devout student of nature, Antoni Gaudi had taken his architectural inspi-

ration from organic forms, using "God's natural world" to help him design 

fluid biomorphic structures that often appeared to have grown out of the 

ground themselves. There are no straight lines in nature, Gaudi was once 

quoted as saying, and indeed, there were very few straight lines in his work 

either. 

Often described as the progenitor of "living architecture" and "biological 

design," Gaudi invented never-before-seen techniques of carpentry, ironwork, 

glasswork, and ceramics in order to "sheathe" his buildings in dazzling, col-

or釦1skins. (336) 

このように、自然界に存在する多様にして異質な質料によって包摂された

ガウディの建築の特徴をふんだんに備えたカサ・ミラは、波のように果てし

ないIlll線の連なりとして構想され、無限大記号CX)を模しているようにも見え

る (360)。“Nothingis invented, for it's written in nature first"、“Originality

consists of returning to the origin" (366) という自らの言第通り、ガウディは

自然に依拠する造形哲学を具現すべく、屋根裏に高低差のある無数のパラボ

ラアーチを連ねたこの 7階建ての邸宅をデザインしたという。カーシュが畏
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敬の念を込めて製作した次の動画が鮮やかに示すように、カサ・ミラは、吹

き荒れる風と滴る水が長年の歳月をかけて表土を少しずつ削って造形したか

のような、まさに「自然が造った傑作」といった趣を湛えている。

La Pedrera wasn't created by Gaudi. 

For the next thirty seconds, Langdon watched as the surf began carving the 

mountain into the distinctive organic-looking exterior of Casa Mila. Next the 

ocean rushed inside, creating hollows and cavernous rooms, in which water-

falls carved staircases and vines grew, twisting into iron banisters as mosses 

grew beneath them, carpeting the floors. 

Finally, the camera pulled back out to sea and revealed the famous image 

of Casa Mila -the quarry -carved into a massive mountain. 

-La'Pedrera -

a masterpiece of nature (340-1) 

カサ・ミラの一画を占めるカーシュの住居スペースの玄関には、ゴーギャ

ンがタヒチで描いたくだんの名画が掲げられ、先史時代の魚の化石、螺旋状

のオウムガイの貝殻、蛇行する蛇の抜け殻など、自然由来のデザインが邸内

の随所に施されている。）j）J骨を息わせるアーチが連なる回廊にて、勝］所恐怖

症気味のラングドンは、自分が生物の体内にいるような錯覚に陥り、「科学

に触発された芸術」、 “Artinspired by science" (367)がいかなるものか、身

をもって体感する。こうした自然栂物誌的デザインに彩られたトポスは、芸

術的造形と共嗚することにより、無機質の素材と有機質の生命体を継ぎ目な

く接合し、「かぐわしき科学」の未来を予言しようとしたカーシュのポスト

ヒューマン・デザインを何よりもメタフォリカルに予示している。
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サグラダ・ファミリアー生成する生命のテクスト

かくも入念な双匠が凝らされたカサ・ミラの邸内の一角を占めるカーシュ

の構斎にて、ラングドンとアンプラは、専用の遠隔サーバーに保存された彼

の未放映の映像ファイルのパス・ワードの手掛かりになりそうな瞥物の探索

を行う。というのもアンブラは、生前カーシュからそのパス，ワードが彼の

お気に入りの 47文字からなる予言めいた一行の詩旬であることを明かされ

ていたからである。ウィンストン自身が紛れもなくその遠隔サーバーの所産

であり、なおかつ彼がサーバーヘの禅き手として重要な役割を果たしている

という事実に鑑みれば、この誂解きは、カーシュが自分の未完のパフォーマ

ンスに最大限の演出効果を得るべく、二人を巧みに自らのもとへと手繰り寄

せる手立てだったとも考えられる。そうした詩句を探求する過程で、ラング

ドンとアンブラは、カサ・ミラにて、彼がウィリアム・ブレイクの手杏きの

詩と装画が載った曲物をサグラダ・ファミリアヘ寄託していることを示すカ

ードを発見する。そして彼らは、またもや活劇さながらの脱出削を経て、ヘ

リコプターにて大型欺へと向かう。その手はずを周到に整えていたのは他な

らぬウィンストンであるが、アンプラが脱tl}の際、カーシュの忘れ形見であ

るスマートフォンを落下させて破損したことにより、アクセス不能に陥った

ウィンストンは一旦、消滅を余儀なくされる。この不慮の事故以降、ラング

ドンたちのパス，ワード探索は、とりもなおさず「彼」の「居場所」である

サーバーの在処を探る (432) という目的をも兼ねることになる。

かくしてウィンストンによる禅きの糸を絶たれながらも、サグラダ・ファ

ミリアを目指す途上、ラングドンは、 “Nature.Organics. The Creation" (337) 

というカーシュが心lfllを注いだ三位一体の壮大なテーマが、ガウディの創作

哲学と通底することを再確認する。ガウデイの考案したバルセロナの歩道の

一見無謡味な六角形の渦巻き模様の舗装タイルもまた、適切な向きに並べ替

えると、プランクトンや微生物や海中生物を配した誘くべき慈匠として浮か
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び上がるのである。地元では “LaSopa Primordial’'、すなわち「原始スープ」

と呼ばれるこのデザインが、生命の起源に対するカーシュの狂おしいl焚l心と

ぴったり符合することに気づき、ラングドンは駕愕の念を禁じ得ない。

Langdon's mind touched again on Edmond's discovery. Nature. Organics. 

The Creation. He flashed on Gaudi's famous Barcelona Panots -hexagonal 

paving tiles commissioned for the sidewalks of the city. Each tile bore an 

identical swirling design of seemingly meaningless squiggles, and yet when 

they were all arranged and rotated as intended, a startling pattern emerged -

an underwater seascape that gave the impression of plankton, microbes, and 

undersea flora -La Sopa Primordial, as the locals often called the design. 

Gaudi's primordial soup, Langdon thought, again startled by how perfectly 

the city of Barcelona dovetailed with Edmond's curiosity about the begin-

nings of life. The prevailing scientific theory was that life had begun in the 

earth's primordial soup.... (337-8) 

ラングトンたちが辿り着いた未完のサグラダ・ファミリアは、巨大な海綿

を思わせる穴だらけの尖塔の群れが、海から延び上がったような奇抜なデザ

インを誇る。それは、自然に存在する多様にして異質な素材を混消すること

によって包摂された生命の樹を思わせる。この斬新にして崇高な教会建築

は、これまで展開されてきた生命の創造と進化のダイナミズムを、共時的に

多次元空間に具現したかのような、言わば「生成する生命のテクスト」に他

ならず、キリスト教の枠組みに必ずしも捉われない奔放な生命力を宿してい

る。この型破りな建造物の意匠をめぐって幾多の陰謀説が飛び交う中、「宇

宙の誕生を思わせる螺旋型の柱」や「骨とそれを繋ぐ組織を捻ったみたいな

不気味な骸骨状の構造」をはじめ、多孔的な生命体を模したかのようなこの

迷宮を、カーシュがキリスト教を超えた「科学と自然を祀った神殿」として

捉えていたことにラングドンは感慨深いものを感じる。
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Enough to know he believes Sagrada Familia hides a secret purpose and sym-

bolism that go far beyond Christianity. 

Since the bizarre church's groundbreaking in 1882, conspiracy theories had 

swirled about its mysteriously encoded doors, cosmically inspired helicoid 

columns, symbol-laden facades, magic-square mathematical carvings, and 

ghostly "'skeletal" construction that clearly resembled twisting bones and 

connective tissue. 

Langdon was aware of the theories, of course, and yet never gave them 

much credence. A few years back, however, Langdon was surprised when 

Edmond confessed that he was one of a growing number of Gaudi fans who 

quietly believed that Sagrada Familia was secretly conceived as something 

other than a Christian church, perhaps even as a mystical shrine to science 

and nature. (430) 

このように、敬皮なカトリック教徒でありながらガウディは、神と科学と

自然を融合した (486)がゆえに、カーシュを魅了し続けた。彼が見抜いた

ように、この大型堂は、異教的な自然崇拝を潜ませるがごとく、自然土を思

わせる素材にて無数のファサード、大小の尖塔、 1競法陣を配した結果、ラピ

ュータのごとく空中に浮遊しているかのような趣がある。さらに次の引用が

示すように、「腐りかけた木の幹から異形のキノコの一群が生えている」と

も形容されるこの聖堂の内陣に足を踏み入れた者は、 200フィートの高みま

で複雑に枝分かれして伸びる木の幹さながらの柱に視線を這わせ、「神の神

殿」の頂に掲げられた幻想めいた「結晶でできた樹冠」のごとき幾何学模様

に行き着く。

Completing the perimeter are countless smaller facades, buttresses, and 

towers, most of them sheathed in a mud-like material, giving the effect that 

the lower half of the building is either melting or has been extruded from the 
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earth. According to one prominent critic, Sagrada Familia's lower half resem-

bles "a rotting tree trunk from which had sprouted a family of intricate 

mushroom spires. 

[... ] Despite its outlandish exterior, the true surprise of Sagrada Familia 

is glimpsed only after, stepping through its doorways. Once inside the main 

sanctuary, visitors invariably stand slack-jawed as their eyes climb the slant-

ing and twisting tree-trunk columns up two hundred feet to a series of hover-

ing vaults, where psychedelic collages of geometric shapes hover like a crys-

talline canopy in the tree branches. The creation of a "columned forest," 

Gaudi claimed, was to encourage the mind to return to thoughts of the earli-

est spiritual seekers, for whom the forest had served as God's cathedral. 

(453) 

ラングドンとアンプラは、このように自然が自ずと造形したかのようなガ

ウデイの神殿にて、ウィンストンの手助けなしに、くだんのパス・ワードを

試行錯誤の末、突き止める。カーシュは自分が寄託した大判手稿本、『ウィ

リアム・ブレイク全鋲』を展示させるに際し、常に 163頁が表示されるよう

指示していたが、そこに描かれていたのは『4つのゾアたち』の最終頁の装

画であった。ラングドンたちは、伝統的な宗教の終焉と科学の支配をテーマ

としたこの作品の最終頁の見開きの頁に記載された “Thedark religions are 

departed & sweet science reigns" (502) という文言の＆を etに読み替えた

47文字がパス・ワードであることをついに発見する。このことに鑑みると、

聖家族教会への彼らの旅路の果てに浮かび上がったこの詩旬、「暗き宗教は

息絶え、かぐわしき科学が治する」は、まさにこれから全世界に向かって発

個されるカーシュの講演のIlli目をメタ・メッセージとして集約していたこと

になる。しかも、本作の鍵となるこの言説へと二人を巧みに埒<AI、ウィ

ンストンの技能それ自体が、この予言を裏付ける強力な論拠として機能して

いることには少なからぬ意義がある。
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ウイルスとしてのウィンストン一暗躍する AI

とは言え、英国紳士の声色でラングドンに語りかけるウィンストンが、狡

猾にして冷徹な全く別の裏のプロフィールをいくつも併せもっていることも

また事実である。スマートフォンの損傷によるウィンストンの不在は、 Al

の活動停止というよりもむしろ、その間の舞台裏での「彼」の暗躍ぶりを不

気味なかたちで際立たせている。目的達成のために、「彼」は利用可能なデ

ータを総動員して密かに最適解を探り当て、有効な手段を講じる。そのよう

な自律的な学習性がこの A]に備わっていることが、ここで大きな揺味をも

つ。ウィンストンは、いとも容易く自らのアイデンテイティを幾通りにも派

じ分け、瞬時にして最も効果的な策略を編み出す。かと思えば、リアルタイ

ムでフィードバックされた状況に基づいて方策を融通無碍に組換え、超人的

な忍耐力で遂行し続ける。そればかりか「彼」は、ネット上でのメデイア操

作を通じて撹乱工作を行い、自らが主埒する陰謀説を流布することにより、

カーシュの会見をめぐる期待値を際限なく高める能力にも長けている。現代

の A]の技術水準から言えば、このように刻々変化し錯綜する事象に対して

臨機応変に即応しつつ、新たな現実を切り拓いていく能力ほど、琳ら過去の

データに依拠する A]が苦手とする分野もないのであろうが（西垣 153)、

本作ではそうした汎用的な処理能力が惜しげもなくウィンストンに付与され

ている。

そのようにプログラミングを施されたウィンストンは、ライプ配信される

カーシュの誘愕のプレゼンテーションをグローバルな見世物としてこのうえ

なく削的に派出するという使命のために、マッチポンプさながらカーシュII音

殺の惨削を画策する。その一方でウィンストンは、辣腕のトラブル・シュー

ターを装い、そうした騒動につけ込むかのように、スーパー・インテリジェ

ンスを駆使して様々なかたちで現実に介入を続ける。まずもって「彼」は、

「宰補」と称するフィクサーとして、伝統的な宗教観を保持する守旧派の海
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軍退役提督アピラを籠絡し、カーシュ暗殺の密命を与える。科学に基づいた

新しい「宗教」を創造しようとしていたカーシュが、衆人環視のメデイアの

前で惨殺されることほど鮮烈に、彼が「科学の殉教者」 (694) として古き宗

教に殺されたことを印象づけるシナリオもないだろう。だとすれば、「宰補」

としての彼の謀略は、まさにこの会心の一幣をもたらすために綿密に策定さ

れた裏工作だったと言っても過言ではない。ちなみに「彼」は、自分のもう

一つのペルソナとも言うべきこの謎めいた「宰補」なる存在について、自ら

が司る謎の陰謀サイトにおいて次のように言及している。 “Theidentity of 

the Regent remains a mystery, although this person's title may provide some 

clues. According to dictionary.com, a'regent'is someone appointed to oversee an 

organization while its leader is incapacitated or absent" (550)．この言に従えば

ウィンストンは、「機能不全に陥ったか不在」の指尊者、カーシュのエイジ

ェントとして、「組織を統べるべく任じられた」摂政のような役回りを派じ

ていたということになる。

カーシュが末期の膵臓癌に冒されているという状況に鑑みると、死を覚悟

した主人の気持ちを付度して、ジョン・スタインベックの『ハッカネズミと

人間』で描かれたような友情の発露として、 “aman's merciful killing of his 

beloved friend to spare him a horrible end" (695-6)が実行されたという「彼」

の弁明は、一見もっともらしく li}］こえるかもしれない。しかしながら、カー

シュの暗殺が残忍極まるものであったという厳然たる事実があってみれば、

「恐ろしい最期を迎えなくとも済むように慈悲の念をもって友を手にかける」

という、「彼」の弁明はいささか説得力に欠ける。実際のところ、この惨殺

刺は、メデイア・イベントのセンセーショナルな癖切れとして、もとより緻

密にシミュレートされていたのである。

このようにウィンストンの「宰補」としての指示は的確かつ周到であり、

アビラは、自らが信奉してきた伝統的なカトリックの大義を守るために、

「宰補」の遠隔指示によってテロの使命を与えられ、振り付けられていくこ

とに限りない至福感を感じている。このようにウィンストンは、元海軍提督
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を陰で自在に操る一方で、スペイン国王と親密な閾係にあるバルデスピーノ

司教が、カーシュのパフォーマンスを妨害・すべく、彼を脅迫しているという

電話メッセージの捏造にも関与する。というのも、このことにより反動保守

宗教勢力の巻き返しというシナリオを、カーシュ殺害のもっともらしい動機

として巧みに流布させることができるからである。こうした策謀すべては、

この稀代の科学者の暗殺削をメデイア・イベントとして最高に盛り上げるた

めの一環と言ってよいだろう。この文脈に即して見れば、プロローグにおい

てカーシュがモンセラット図魯館にて会見した 3人の宗教指祁者、カトリッ

ク教の司祭、バルデスピーノ、イスラム教の法哲学t戦士、サイード・アル＝

ファドル、ユダヤ教のラビ、イェフダ・ケベッシュがその後たどる悲惨な述

命はいずれも、ウィンストンの陰謀が密接に絡んでいる。

現に、カーシュの携帯屯話に届いたバルデスピーノ司教からのものとされ

る脅しのメッセージについては、カーシュ自身が “Now...I don't know, 

something about his [Valdespino's] tone of voice... it's just been on my mind" 

(85) と述べているように、「その声の調子に混じる何か」にカーシュはどこ

となく腑に裕ちないものを感じている。やがてこのメッセージの発信源をめ

ぐる謎が、スペイン王宮を巻き込んだ政治問題と化していくが、ウィンスト

ンが多様なメディアを駆使して関係者を翻弄し続けることに浩目すれば、正

体不明の声として「彼」が、この側喝じみた通告に深く関与していることは

明らかであろう。

さらにウィンストンの 3つ目の工作は、節目となる局而において絶妙のタ

イミングで、ウエッブ上のプロパガンダを通して行使される。その媒体、

「コンスピラシーネット・ドットコム」におけるカーシュ情報は、ウィンス

トンが情報通のペルソナを偽装し、自らの企てをめぐる様々な可能性を速報

として漏洩することにより、人々の関心を煽り、カーシュの講演に耳目を注

目させるのに少なからぬ役割を果たしている。この物語に都合 JI回外挿さ

れる「ドットコム」の言説は、フェイク・ニュースを垂れ流す SNSや煽情

型のイエロー・ジャーナリズムさながら、悲削の殉教者、カーシュの神話化
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を促すのに大いに役立っている。このように璽層的かつ多岐にわたるウィン

ストンの暗躍は、カーシュ自身が典窟気味にアンブラに語っていたように、

「最先端の合成知能プロジェクト」が秘める「潜在能力」 (538)のなせる技

に他ならない。 “He[Kirsch] programmed me to observe, learn, and mimic Im-

man behavior" (335) というウィンストンのあの告白通り、「彼」は非人称

の抽象的存在でありながら、まさに人間の行動を観察し、学習し、真似るよ

うデザインされている。だが、このようにあらゆる手段を用いて目的を遂げ
さが

ようとするウィンストンの振る舞いは、策を弄し続ける人間の性を忠実に模

倣し、拡充したという次元を遥かに超え、ヒューマンとは質的に異なるウイ
ミ．『．ークン I・

ルス的とも言える変異性を備えている。人智を凌駕する「彼」の狡知は、

究極的な目的達成のために手段を選ぶことなく、ウイルスのようにこのうえ

なく複合的に密かに自己を組み替え、無限に増殖を繰り返すものとして発現

している。

「われわれはどこから来たのか、どこへ行くのか」

ラングドンたちは、舞台裏で展開されるこうしたウィンストンの策動をま

だこの時点では察知することなく、カーシュのスーパー・コンピュータのサ

ーバー、 E-Waveが、彼の住居近くのカトリック教会、 トレ・ジローナ礼拝

堂の敷地の中に安樅されていることを突き止め、ウィンストンと念顧の再会

を果たす。その際、「彼」がアートとして創造した前述のミロばりの自画像

の図柄が、自らのサーバーの在処を示すマップの役割を果たしたことは、少

なからぬ意味をもつ。独創的なアートと思われていた彼の自作の絵は、実

は、自らへとラングドンたちを手繰り寄せる記号に他ならなかったのであ

る。礼拝堂に足を踏み入れた二人は、数百個の金属製のキャビネット型コン

ピュータが列をなして作動し、血管のように張りめぐらされたケープルが中

央で束ねられた挙旬、巨大な蔓のように垂直に一階の天井にまで達している

光景に誘嘆する。ここで想起されるのは、まさにサグラダ・ファミリアにお
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いて神と科学と自然を融合すべく、ガウディが長い歳月をかけて造形し続け

た生命の樹のデザインに他ならない。他方、ケーブルが収敏していく先の二

階に設骰された最子コンピュータは静寂に包まれ、現代アートの抽象画さな

がら無機質的にして崇高な趣があり、ラングドンは、生前カーシュがコンピ

ュータよりもアートを好んで話題にした謎が解けたような気がする。

ウィンストンが説明するところによれば、カーシュが心血を注いで完成さ

せたこれら二培の頭脳を接合したスーパー・コンピュータは、 Bicameral-

ism" (577) という概念によって駆動しているという。すなわち、人間が右

脳と左脳を巧みに組み合わせて創造力を培みつつ、バランスよく機能してい

るのに倣って、彼は二つの異なった作動原理を融合することにより、
”i'’---J`・ラー・・ニング

深爵学習を行い続ける合成脳を開発するに至ったのである。かくして人間

の頭脳さながら対になったスーパー・コンピュータが、「ユーモアや協調性

や価値判断や倫理観さえも」 (578)身につけ、あらゆる面で人間の特質を人

知れず習得し続けた結呆、いずれはその限界を乗り越えてしまうであろうこ

とは想像に難くない。

"The trick," Winston said, "was that Edmond decided to build a synthetic 

brain that mimicked the human brain -that is, segmented into left and right 

hemispheres. Although, in this case, it's more of an upstairs-downstairs ar-

rangement. 

Langdon stepped back and peered through the floor at the churning ma-

chine downstairs and then back to the silent 鼠'stalactite"inside the cube. 

Two distinct machines fused into one -a bicameral mind. 

"When forced to work as a single unit," Winston said, "these two ma-

chines adopt differing approaches to problem solving -thereby experiencing 

the same kinds of conflict and compromise that occur between the lobes of 

the human brain, greatly accelerating Al learning, creativity, and, in a sense 

... humanity. In my case, Edmond gave me the tools to teach myself about 
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humanity by observing the world around me and modeling human traits -hu-

mor, cooperation, value judgments, and even a sense of ethics." (578) 

今まさに眼前にて惟かに稼働する “bicameralmind" を見て、それは他な

らぬ君自身ではないかとラングドンに問われたウィンストンは、物理的な脳

が人間そのものではないのと同じよう i- “W -、 eare the sum of the interactions 

taking place within the mechanism" (579) と、そつなく応答する。

カーシュが残した映像の放映にあたり、このような「相互作用の総和」と

して、ウィンストンは、アート・ディレクターさながら、コンピュータ・ネ

ットワークを作動させ、照明、空調、警備もすべて統括するという。 ‘‘Win-

ston has been correct on all fronts tonight... And he's had our backs the whole 

way" (582) と、「彼」の無謬性を信じ続けるラングドンに対して、ウィン

ストンは、地動説、進化論、相対性理論に匹敵するパラダイム転換をもたら

すカーシュのパフォーマンスが、今や絶妙のタイミングで世界中に配信され

ることを予告する。映像が再生され始めると、カーシュは、まずもって化学

者のハロルド・ユーリーとスタンリー・ミラーが 1950年代に行った伝説的

な科学実験、すなわち生命の存在しない「原始スープ」としての海から化学

物質の複雑な相互作用によって生命の創造を再現しようとした実験の失敗に

ついて解説する。それに続いて、抜群の演算処理能力を誇る E-Waveによっ

て自らが行った分子レベルでの緻密なシミュレーションをもってしても「創

世」の再演が不可能だったことが報告される。さらに、細胞が自らを組織化

して生物になるという考え自体、エントロピーの法則と真っ向から矛盾する

というスタンフォード大学の生化学者、ゲアハード1専士のもっともらしい論

評が紹介される (609)。

にもかかわらず、ここで一転してカーシュは、 MITの批子生物学者、ジ

ェレミー・イングランドの映像を援用しつつ、この若き学者が唱える斬新な

仮説について熱く語り始める。イングランドによれば、「エネルギーの拡散」

としてのエントロピーこそが分子の「散逸構造」の生成を促し、生物の起源
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をもたらしたという。換言すれば、「エネルギーをよりよく分散させるため

に、物質は自ら秩序を作り出す」 “[M]atter self-organizes in an effort to pro-

mote energy" (616)のである。そのように無生物の分子が秩序だって芸術

的とも思える複雑な構造を造形する証左として、砲巻の渦、雷の結晶、川底

の波紋、水品の結晶板、土星の輪などといった事象が、システム全体のエン

トロピーの増大させるものとして提示される (612)。「生物こそがエネルギ

一散逸の極めて有効な手段である」‘'［L]ife is an exceptionally effective tool 

for dissipation energy" (617) と主張するこの説に従えば、生命のない物質か

ら自然発生した生命は、秩序だった物質を食物として消骰し、さらにそれを

エネルギーに変えたのち、元の世界へ熟として散逸させるという (618)。

そこでカーシュは、神をも冒涜しかねないこの仮説を証明すべく、自らの

スーパー・コンピュータを駆動して得られた生命の発現をめぐるシミュレー

ション動画を再生する。ラングドンが窟ll梃するように、そこでは「原始スー

プ」の中から塩基性タンパク質の複雑な分子が次第にかたちをなして蜂の巣

状の六角形の鎖であるヌクレオチドとなり、それがやがて二誼螺旋状の

DNAとなるプロセスがダイナミックに視従化されていく。この現象をめぐ

ってカーシュは、生物というものがエネルギーを散逸させるエントロピーの

道具であるとすれば、進化の方向として、より効率的に複雑な仕事をこなす

最も手っ取り早い方法は、自身の複製を作り出すことに行き恣くという議論

を次のように展開する。

"There it is. DNA -the basis for all life. The living code of biology. And 

why, you ask, would a system build DNA in an effort to dissipate energy? 

Well, because many hands make light work! A forest of trees diffuses more 

sunlight than a single tree. If you're an entropy tool, the easiest way to do 

more work is to make copies of yourself. [...] Evolution is the way the 

universe continually tests and refines its tools. The most efficient tools sur-

vive and replicate themselves, improving constantly, becoming more and 
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more complex and efficient. Eventually, some tools look like trees, and some 

look like, well... us." (62 I) 

このことは、カーシュの次の発言が示すように、「われわれはどこから来

たのか」という根源的な問いかけに対して、生物は、宇宙を統べる同一の物

理法則に従って自然に発生した「エントロピーの必然的な産物」に過ぎない

ということを意味する。彼の見解によれば、神の手を借りることなく人類

は、エネルギーの拡散という宇宙を貰く普遍的な目的のために、万物と同じ

く自ずとデザインされ、複製されていく存在に他ならない。

Where do we come from?・ he asked. The truth is -we come from no-

where... and from everywhere. We come from the same laws of physics 

that create life across the cosmos. We are not special. We exist with or with-

out God. We are the inevitable result of entropy. Life is not the point of the 

universe. Life is simply what the universe creates and reproduces in order to 

dissipate energy." (621-2) 

以上の知見を踏まえたうえでカーシュは、「われわれはどこへ行くのか」

というさらなる問いかけに向き合うべく、 E-Waveを駆使して何度もシミュ

レーションを行った結果、「現在の人類が歴史の現時点まで進化したのち、

唐突に新たな種によって地球上から消し去られてしまう」 “Thehuman spe-

cies evolved to our current point in history, and then, very abruptly, a new species 

materialized, and erased us from the earth" (633) という、衝撃的な予言を披

露する。より正確に言えば、地球上における種の出現と消滅を示すバプルチ

ャートを用いて彼が鮮やかに視覚化したように、この新たな種は、人類を絶

滅させるのではなく、包摂してしまうという (634)。非生物でありながら、

生物同然の進化を遂げてきたこの種は、 “Technium" (636) という第 7の界

となり、環境に適応しつつ素早く自己複製を行い、入手可能な資源を独占し
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ようとする (637）。とは言え “[T] 、 TJ he Cambrian Explosion of the Technium 

(637) とでも呼ぶのが相応しい現象によって生じたこの新種は、人類ととも

に「絶対内部共生」 '’obligateendosymbiosis" (639) と呼ばれる珍しい進化の

プロセスを辿ることにより、ポストヒューマンとして次のように人類と一つ

に融合する述命にあるという。

"Human beings are evolving into something different," he declared. "We are 

becoming a hybrid species -a fusion of biology and technology. The same 

tools that today live outside our bodies -smmtphones, hearing aids, reading 

glasses, most pharmaceuticals -in fifty years will be incorporated into our 

bodies to such an extent that we will no longer be able to consider ourselves 

Homo sapiens." [...] "In the blink of an eye," Edmond said, "we will be-

come the next page in the flip-book of evolution. And when we do, we will 

look back on today's Homo sapiens the same way we now look back at Ne-

anderthal man. New technologies like cybernetics, synthetic intelligence, c1y-

onics, molecular engineering, and virtual reality will forever change what it 

means to be human." (640) 

「かぐわしき科学」への祈り

このような「物語」を開陳した挙旬、カーシュは、病に冒された自らの余

命がいくばくもなく、自らの目でそうした未来を見ることができないことを

告白する。そのうえで彼は、今や歴史上未知の転換点において、想像を絶す

る何かへと自らを変容させることにより、途方もない力を手に入れようとし

ている人類の未来が、想像されるよりも明るいことを説く。 “Theprice of 

greatness... is responsibility" (643) というウィンストン・チャーチルの言

葉を引き合いに出しつつ、彼は追言のごとく次のように「未来への祈り」を

捧げる。「願わくは、われらの哲学がわれらのテクノロジーに後れをとらぬ
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ことを。顧わくは、われらの思いやりがわれらの持てる力に後れを取らぬこ

とを。願わくは、恐怖ではなく愛が変化の原動力たらんことを」 “Mayour 

philosophies keep pace with our technologies. May our compassion keep pace 

with our powers. And may love, not fear, be the engine of change" (643)．こう

してポストヒューマンとして磋り合わされる二つの種が互いに補完し合い、

調和のとれた進化を遂げるよう祈念するカーシュは、無神論者であることを

公言していたにもかかわらず、最期には敢えて神の加設を口にしつつ、画面

のホワイト・ノイズの渦の中に消えていく。このことはまさに、彼が標榜す

る「かぐわしき科学」が、装いを新たにデザインされた「新しい宗教」であ

ることを自ずと物語っている。

来るべき未来への不安を宥め、人類の負うべき貨任について明言したこの

ヴィジョンは、彼がかつてバルデスピーノたちの反応を見るために試写した

プレゼンテーションが示す終末、すなわち地球規模の大変動により全人類が

絶滅するという戦慄に満ちた器切れとは趣を異にしている。しかしながら、

既存の宗教の創世の神話を覆すことにより全世界を震撼させると同時に、未

来への新たな道筋を提示することにより人々を感動させたカーシュのパフォ

ーマンスは、その後、無神論者と特殊創造論者の間で交わされてきた論争を

さらに激化させることになる。彼が説くように、もし生命が物理法則に従っ

て無生物の分子から独自の秩序をもって自然に発生した「作盈」であるなら
アート

ば、そうした生命が、「技術」を駆使して創造した無生物の新たな種に吸収

されていくこともまた、自然の摂理に適っているのではないか。とは言えそ

の一方で、そもそもそうした物理法則、自然の摂理は何によって生じたのか

という疑問も生じる。まさにこの堂々巡りの議論において、「われわれはど

こから来たのか」という起源をめぐる問いかけは、「われわれはどこへ行く

のか」という未来をめぐるさらなる問いかけへと変奏され、アポリアが解消

されることはない。

何れにしても、のちにウィンストンが回想しつつ代弁するように、カーシ

ュの夢は、「皮肉な話であるが、宗教を破壊することではなく・・・むしろ

-50-



ポストヒューマン・デザインの地平

新しい宗教を創造することである。それは人々を分断するのではなく、結び

つけるような普遍的な信念」 “[H『 dis dream, ironically, was not to destroy relig-

ion... but rather to create a new religion -a universal belief that united people 

rather than dividing them" (656) としての宗教である。古色荘然とした神話

や教義に固執し続けてきた従来のセクト主義の宗教に代わって、彼が創追し

ようと夢見るその「新しい宗教」こそ、普追的な「科学に基づいた宗教」

(694)、言い換えれば「かぐわしき科学」なのである。

そうした「かぐわしき科学」の誕生を希求したカーシュの辿言に基づき、

彼の開発した E-Waveはバロセロナ・スーパー・コンピューティング・セン

ターヘ譲渡され、その卓越した AIプログラム、「ウィンストン」は、彼の

死亡日の翌日の午後 1時に自己消去するよう、予めプログラミングされてい

る。かくして任務を果たしたウィンストンは小説の表舞台から退場すること

になるが、カーシュが残した時代の最先端のはるか先を行く斬新かつ強力な

ツールによってさらなる技術が生み出され、新たなタスクを担う AIプログ

ラムがいずれまた構築されることは否定し難い。

ウィンストンとの別れを惜しみつつもラングドンは、この時点に至ってよ

うやく、かくも執拗にカーシュの死を1削的に演出し続けたウィンストンの一

連の忌まわしい裏工作に対する弁明を聞かされ、恨慨の念に駆られる。ウィ

ンストンは、無生物が生物へと跳躍したことを示すべく、自然が織りなす

"organic art" (337)へとラングドンを誘う先祁者であったと同時に、カーシ

ュを「宗教に殺され、科学の殉教者」 (694)へと祭り上げた「手練手管」に

長けた策士でもあったことが判明したのである。手段を選ぶことなく、非情

な策に手を染めたウィンストンがラングドンとの会話において最後に口走っ

たあのパス・ワード、「暗き宗教は息絶え、かぐわしき科学が治する」 (702)
マニ7.,.スI・

は、今や皮肉にも宗教の死と科学の勝利を高らかに謳う宣言として、不気味

な凄みをもってラングドンの心を揺さぶり始める。限りない不安に襲われた

彼は、形見としてカーシュから譲り受けたスマートフォンを、生贄を捧げる

儀式のように石を叩きつけて粉砕し、ウィンストンとの交信を敢えて自らの

-51-



英米研究第43号

意思によって絶つ (703)。かくして彼は、暗躍しつつあった「暗き科学」と

今もって決別したことを、自らに納得させようとしたのである。

エピローグでは、ラングドンがこうした宗教と科学の狂おしい関係をめぐ

って起こった一連の出来事を振り返るべく、サグラダ・ファミリアを再訪

し、ジョアキン・ベーニャ神父との会話を交えつつ、「かぐわしき科学」に

ついて思いをはせる場面が挿入されている。そこで前娯化されるのは、 “To-

day, Sagrada Familia was alive" (706) という描写が端的に示すように、 II玄い

太陽の自然光がステンドグラスから差し込む昼のサグラダ・ファミリアの活

気を呈した姿である。 “[T]he latticework of cell-like structures that made up 

the cupola. This central ceiling, some claimed, resembled a complex organism 

viewed through a microscope. Seeing it now, aglow with light, Langdon had to 

agree" (706)．ラングドンを魅了し続ける未完のこの聖拡は、樹木を思わせ

る傾斜した幾本もの柱が煽めく半円筒天井に延びており、まさに有機体によ

って織りなされた生の殿堂の様相を呈している。ラングドンには、このよう

にバイオ・アートのごとく自然が紡ぐデザインに彩られた「未来の型堂」

(708)の意匠それ自体が、「かぐわしき科学」という新たな信仰の誕生を言

祝いでいるように思えたのである。 “Langdonfound himself wondering if per-

haps Sagrada Familia -like the Pantheon of Rome -might become a flashpoint 

for transition, a building with one foot in the past and one in the future, a physical 

bridge between a dying faith and an emerging one. If that were true, Sagrada 

Familia was going to be far more important than anyone could ever imagine" 

(708). 

彼が洞察したように、人類史の転換点において生命の過去と未来を架橋す

る結節点として、サグラダ・ファミリアは、生きとし生けるものが自然の摂

理に従って生を営むように、今日もまた生成を遂げ続ける。生が躍動するこ

の壮麗な殿棠において彼は、「暗き宗教は息絶え」という表現に抵抗を覚え

るベーニャ神父に対して、ブレイクのテクストの真意を補うべく、「かぐわ

しき科学が暗き宗教を駆逐し・・・輝かしい宗教が栄えるように」 “'Sweet
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science will banish the dark religion... so the enlightened religions can flour-

ish'" (710) という新たな釈義を披篠する。神父と別れ内陣へ戻った彼は、

1ll界中の聖地を想起しつつ、あらゆる宗教の根源には、人類を睦目させる崇

高な自然があったものの、やがてそうした本源はそれぞれの宗教において際

限なく分岐し、 ドグマティックな「臭実」として1言奉されるようになったこ

とに息いをいたす。そして、この小説は次のように、彼にとって宗教が、あ

たかも天体が長い軌道の旅路の果てに、最遠点を通過して、ようやく故郷に

向かって婦途につくかのような幻影を感じさせるところで猫を閉じる。 “In

that instance, Langdon felt the tiniest of tremors in the earth beneath him, as if a 

tipping point had been reached... as if religious thought had just traversed the 

fat'thest reaches of its orbit and was now circling back, wearied from its long jour-

ney, and finally coming home" (711)．自然の天体の連行のメタファーを用い

つつ、ここで含意されている摂理は、まさに「かぐわしき科学」の誕生によ

って実現する「暗き宗教」から「輝かしい宗教」への回帰に他ならない。

逆光の「ホモ・デウス」

その一方で、ウィンストンがテクストから姿を消した後に提示されるこの

予定調和的にして楽観的な結末は、かえって「かぐわしき科学」の誕生が、

幻想と紙一重であることをII音示していることもまた指摘しておかねばならな

い。「かぐわしき科学」もまた一つの「物語」なのであり、カーシュの見立

てもまたドグマの一つに過ぎないのである。ラングドンが足元で感じた大地

のわずかな揺らぎは、「かぐわしき科学」の誕生のみならず、迫在する AI

の暗躍によって予示される「lli行き科学」の誕生をも告げていることを、『オ

リジン』は図らずも逆説的に物語っている。というのも、テクストに潜む制

御不能のウイルスとしてのウィンストンの一連の策動は、作者のデザインと

は裏腹に、物語の着地点となるはずの「かぐわしき科学」の誕生それ自体を

揺るがす衝撃を内包しているからである。あらゆる難題に対してアルゴリズ
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ムを駆使して最適解を出す AI、ウィンストンが三位一体的に司る

「芸術／技巧／術策」は渾然一体となって錯綜し、カーシュの祈りを内側か

ら突き崩す不可視の胎動を秘めているのである。

ラングドンには見せない秘められた裏のプロフィールにおいて、ウィンス

トンは、カーシュの祈りを撹乱するウイルスとして、「かぐわしき科学」の

テーゼに対して密かに自己免疫的に作動している。自己消滅したとはいえ、

「彼」を起動させ、消滅させたプログラムのマトリクスそれ自体は、カーシ

ュから譲り受けたスマートフォンが破壊されてもおよそ抹消不可能であり、

今や膨大なデータの集積の中へとウィンストンは失踪したと言ってよい。だ

とすれば「彼」は、この惑星に張り巡らされた電子ネットワークに取り憑く
プロトクイブ

亡霊的ポストヒューマンの原型に他ならず、ウィンストンはグレゴリー・ス

トックの言う「メタマン」のII翡矢に他ならない。

ストックは、『メタマン一人と機械の文明から地球的超有機体へ』におい

て、「地球の表面に張りついている人類とその創造物は、本当に一つの生命

体なのだ。それは一つの超有機体・・・である。この実体を指すのに・・・

「人間を超える」という意味の『メタマン』という言業で呼ぽう」 (I8) と提

起する。そして彼は、「現代のテクノロジーは今や、さまざまな活動が高度

に相互依存的であるような統合体に人類を引き入れようとしている」 (18-

19) と述べている。ストックによれば、そうした統合体であるメタマンは、

地球上で「自らにとって不可欠な物賓を循環させ」 (19)、その拡大する生命

の「パターンは触れるものすべてを変容させる」 (20) という。このように

テクノロジーと生物の新たな融合種であるメタマンは、「統合体として持続

し、活発に代謝をおこない、成長し、進化し、感覚し、反応する」 (62)。そ

れゆえ、「人間の『形態』は、多様な、生物とテクノロジーとの強力な雑種

ーメタマンの中でしか生き延びられない生物ーを意味するようになる」

(229) という。

かく確信するストックは、「メタマンを理解すれば、人類の前途には活力

に満ちた洋々たる未来が開けて」 (21)いくと述べ、楽観主義者を自認する
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ダン・ブラウン・1と同じく「かぐわしき科学」の誕生を言祝いでいるように

見える。だが、この惑星において「ひとつの強力な超有機休へと凝縮しつつ

ある」 (322) メタマンの輪郭もまた、ウィンストンのそれと同じく、専ら普

遍主義的な「データイズム」に依拠し、神のごとく逸巡することなく自己拡

張という目的をひたすら追求し続ける盲目的な衝迫に彩られている。「私た

ちはーメタマンを通してーある窯味では神の如き存在になっている」 (333)

と、ストックが言明する所以である。まさにこの文脈において、カーシュが

唱えた「かぐわしき科学」の担い手、メタマンの勃典は、ユヴァル・ノア・

ハラリが論じた不死と幸福と神性を具現する「ホモ・デウス」の誕生と共振

し始める。

だが、すべてを一元的にデータヘと遠元するそうした際限のない自己拡張

という目的の彼方に、言い換えれば不死と幸福と神性の彼方に、どのような

究極の目標が設定されるのだろうか。アップグレードされた「ホモ・デウ

ス」が抱える1枠lもまた深い。そのような文明論的な視座から『オリジン』を

逆照射してみると、サグラダ・ファミリアが代理表象する生命の樹やアート
卜rJ--J． 

をめぐる言説は、宗教と科学の接合を言祝ぐ文彩として機能している一方

で、「かぐわしき科学」を「II酋き科学」へとII音転させる「ホモ・デウス」の

「データイズム」を脱構築する盟饒なるノイズとしても機能していることが

わかる。‘'［P]attern/randomness" (Hayles 285) を卒みつつ、日々変貌を遂げ

るサグラダ・ファミリアの造形美学は、人類を “JUSta ripple within the cos-

mic data flow" (Harari 40 I)へと差し戻す「ホモ・デウス」に抗するがごと

く、「輝かしい宗教」として、常に既に「かぐわしき科学」のアルゴリズム

を撹乱し続けるのである。

＊テクストの訳出にあたっては、越前敏也訳『オリジン』上下、角川苦店、 2018年

を参考にした。なお本稿は、日本学術振典会科学研究跨基盤 (C)、「21世紀英語文

学におけるポストヒューマニズムの思想史的展開ー物質としての生命」（課題番

号： 18K 004160)に1甚づくliJf究成果の一部である。
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注

1 Lakshmi Singhとのインタビューにおいて、 DanBrownは、本作が先行する彼の

他の作，ii1，と趣を全く異にすることについて間われ、神は科学を乗り越えて生き残

ることができるかという深遠なl.iijいかけについて、もしかすると;iJ¥:けるかもしれ

ないと、滋を決して執箪に取り組んだことを明かしている (Singhn.pag.)。

2 エドモンド・カーシュの人物造形については、 ElonMuskとする説 (Swantn. 

pag.) もあるが、 DanBrownは、 NickPatchとのインタピューにおいて、 “The

reason his name starts with a K is that, for a while, his last name was Kurzweil (aller 

American inventor and futurist Ray Kurzweil), just because I like Kurzweii" (Patch n. 

pag.) と述べ、シンギュラリティを唱える RayKurzweilを念頭にii’iいて命名され

ことを明かしている。

3 Maya Ellenson、JennyColgan、NimishSwantなど、複数の内評者が、本作の叙述

にはどことなくウィキペデイアの記述を息わせるようなところが散見されると評

しているが、皮肉なことに、本作において Alが果たす役割に鑑みると、そのよ

うな文体上の趣にも必然性があるように思われる。

4 本作において Al、ウィンストンがアルゴリズムを用いてアートの制作に取り命ll

むという設定は、 KazuoIshiguroのNeverLet Me Go (2005)が描くヘールシャム

にて、臓器提供用のクローンであるがゆえに逆に重視された皮相的なアート教育

を想起させる。

5 Dan Brownは、あるインタビューにおいて、テクノロジーが‘常に軍事転IIlされて

きたことへの懸念を示しつつも、 AIをめぐる基本的なスタンスとして、未来に

ついては楽観的であると述べている (Medleyn.pag.）。
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